
令和６年度 第１回 国道１６９号 下北山村上池原地区 
防災対策検討委員会

日時：令和６年４月４日（木）１４：００～ 

場所：県庁５階 第一会議室（オンライン） 

議 事 次 第

１． 開会 

２． 議事 

（１）「国道 169 号下北山上池原地区 防災対策検討委員会 規約」の改定

（２）国による本格復旧の今後のスケジュール（案）

（３）応急対策の進捗状況について

（４）質疑・意見交換

３． その他 

配付資料 

資料１：国道 169 号下北山村上池原地区 防災対策検討委員会 規約（案） 

資料２：令和 6 年 3 月 27 日 近畿地方整備局記者発表資料 

資料３：国による本格復旧の今後のスケジュール（案） 

資料４：応急対策の進捗状況について 



国道 169 号下北山村上池原地区 防災対策検討委員会 規約  （名 称） 第１条 本会は、国道１６９号下北山村上池原地区 防災対策検討委員会（以下、「委員会」という）と称する。  （目 的） 第２条 委員会は、工学的な観点から令和５年１２月２３日に国道１６９号（奈良県吉野郡下北山村上池原地内）で発生した土砂崩れの原因究明、今後の対策方法及び周辺の安全確保の検討を目的とする。  （構 成） 第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。  （委 員） 第４条 委員会に次の役員を置く。 委員長 １名 委 員 ７名  （委員会） 第５条 委員会の開催は必要に応じ、委員長が招集する。  （事務局） 第６条 委員会の事務局は、国土交通省近畿地方整備局奈良国道事務所 計画課および奈良県県土マネジメント部 道路マネジメント課の共同事務局とする。  （その他） 第７条 委員会の運営に関する必要な事項は、協議によるものとする。  （付則）この規約は、令和５年１２月２６日をもって施行する。 （付則）令和６年４月４日 一部改正  



国道１６９号 下北山村上池原地区 防災対策検討委員会 
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国土交通省近畿地方整備局 奈良国道事務所長 

安井
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 広之
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奈良県県土マネジメント部次長（土木・政策統括担当） 

＊事務局：国土交通省近畿地方整備局奈良国道事務所 計画課 

奈良県県土マネジメント部 道路マネジメント課 



令和６年３月２７日１４時００分 

近 畿 地 方 整 備 局 道 路 部  

国道１６９号奈良県 下北山村
し も き た や ま む ら

上池原
か み い け は ら

の崩土災害について 

国の権限代行による災害復旧事業に着手 

○国道１６９号奈良県吉野
よ し の

郡下北山村
し も き た や ま む ら

上池原
か み い け は ら

において、令和５年１２月

に崩土被害が発生し、全面通行止めを行っており、奈良県において、

応急復旧を実施中ですが、奈良県から国に対し、権限代行による本

格復旧の要望があったところです。 

○これを受け、国道１６９号の本格復旧については、高度な技術力を要

することから、道路法第１３条第３項の規定に基づき、国の権限代行

による災害復旧事業として実施することといたしました。

【直轄代行の概要】 

国道１６９号 奈良県吉野
よ し の

郡下北山村
し も き た や ま む ら

前鬼
ぜ ん き

～上池原
か み い け は ら

（本格復旧の実施）  

（参考）国道１６９号下北山村上池原地区防災対策検討委員会 

https://www.pref.nara.jp/65962.htm 

＜取扱い＞  

＜配布場所＞近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、奈良県政・経済記者クラブ 

＜問合せ先＞  国土交通省   近畿地方整備局   道路計画第一課 

課  長   松原
まつばら

朋
とも

弘
ひろ

  （内線４２１１） 

課長補佐   中村
なかむら

幸一郎
こういちろう

 （内線４２１６） 

直通電話 06-6941-7435 
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国道169号 （下北山村前鬼～上池原）の概要
■ 被災状況（写真）

令和5年12月23日に崩壊

ゆるみブロック

ゆるみ
ブロック

開口亀裂被災地頭部地質状況

モルタル吹付の亀裂・開口

被災直後（12/24時点） 被災直後（12/23時点）

撮影日：令和5年12月24日

- 被災の概要 -
・ 被災車両①

（１名死亡）
・ 被災車両②

（１名重傷）

■ 被災箇所と権限代行区間

国道169号

（下北山村前鬼～上池原）

【災害復旧権限代行】

しもきたやまむら ぜんき かみいけはら

しもきたやまむら ぜんき かみいけはら
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国道169号

(下北山村上池原)

【被災箇所】

しもきたやまむら かみいけはら



【参考】 

道路法 権限代行の根拠法

道路法 

第十三条 （国道の維持、修繕その他の管理） 

３ 国土交通大臣は、工事が高度の技術を要する場合、高度の機械力を使

用して実施することが適当であると認める場合又は都道府県の区域の

境界に係る場合においては、都道府県に代つて自ら指定区間外の国道の

災害復旧に関する工事を行うことができる。この場合においては、国土

交通大臣は、あらかじめその旨を当該都道府県に通知しなければならな

い。 



国による本格復旧の今後のスケジュール（案）

臨時委員会（R6.3/7）

・深層崩壊危険流域の蓋然性が高まった、範囲が明らかになった

・復旧は高度な技術が必要

令和６年度第１回委員会（4/4）
・国で本格復旧することの報告

・今後の進め方について確認

・本格復旧案の検討に必要な調査内容について確認

・国から調査結果の報告

・本格復旧案の検討に向けた配慮事項

・本格復旧案について確認

防災対策検討委員会



応急対策の進捗状況について
■ 応急対策の概要

○現道上（本線）での応急対策による暫定通行は、通行車両の安全を確保出来ないことから、仮橋の整備による応急対策を実施中。

○しかし、４月１日に上北山村西原で発生した崩土被害により、上北山村西原～下北山村池原の区間に救急車等が出入りできないため、現道上

（本線）を消防、救急等の緊急車両に限って通行可能とする臨時措置を４月２日より実施中。

○仮橋の応急対策実施にあたっては、崩壊斜面の表面にある不安定な岩塊崩落による、仮橋への損傷の影響なくすために、表面処理（吹付工、鉄筋挿

入工）を実施済。

○本格復旧の完了までには、所要の期間が必要であり、その間の地域の利便性確保や緊急輸送等への対応のため、監視員の設置等、所与の措置を加

えて当面の安全確保が可能であれば、現位置において緊急車両に限って通行可能な仮橋の確保を実施中。

※仮橋の施工にあたっては深層崩壊危険流域の地形掘削を行わない桟橋工により実施予定。

【平面図】 【３月２８日時点】

写真①

写真②
写真①

写真②


	
	①【記者発表(整備局)】国道169号の早期復旧に向け国の権限代行による災害復旧事業に着手_240321v3
	②災害復旧権限代行（下北山道路）v6
	スライド番号 1

	③【記者発表(整備局)】根拠法令_240226

	
	スライド 1

	ADPFA92.tmp
	スライド番号 1

	仮橋の状況（
	スライド 1

	仮橋の状況（
	スライド 1




